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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、教材に含まれる具体的情報が学習を妨害するメカニズムについてモデル化
を行ったことである。それによると、具体的情報が学習者の直観と一致する場合、その判断と矛盾する仮説的判断を行
うことが著しく困難になる。その結果、学習者の推論は当初の直観的判断の証拠の探索や生成に制限され、直観的判断
を批判的に吟味する可能性が失われるのである。このような推論は、当初の判断と結論が必然的に一致する構造、すな
わち「自己完結的」と呼ぶべき構造を持っていることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：This study demonstrated a mechanism that the concrete information included in the 
teaching materials interfered with learning. When concrete information accords with the intuition of 
learner, it becomes remarkably difficult to perform a hypothetical judgment in conflict with the 
intuition. As a result, the reasoning of learner is limited for searching or generating the evidence of 
original intuitive judgment, and the possibility to examine the intuitive judgment critically will be 
lost. Such reasoning structure can be called “self-contained”
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１．研究開始当初の背景 
我々が何らかの情報を与えられて学習を

行う場合、原理や法則（ルール）といった抽
象的な情報よりも、より具体性を帯びた「事
例」に関する情報に頼る傾向があることは広
く知られている。このような傾向（「事例効
果」）は、帰納的推論やアナロジーなどの領
域において報告されてきた。さらに上記のよ
うな学習場面にとどまらず、ルールを明示的
に教示するような学習場面（授業などが典
型）においても、事例効果が見いだされるこ
とを示唆する報告が存在する。一般化可能な
知識の学習場面において事例効果が見られ
るとするならば、知識の理解を促進するため
に提供された事例情報によって知識の一般
化が制限されるという重大な問題が生じて
いる可能性がある。 

 
２．研究の目的 
「原理・法則」といった一般化可能な知識

の学習においては、知識の抽象的把握が必須
である。その一方で、抽象度が高い知識を理
解するには、「事例」のような具体的情報も
不可欠である。しかしながら先行研究によれ
ば、「具体的情報」が知識の抽象的把握の妨
害要因として作用することは少なくない。本
研究は、知識の一般化における具体的情報の
妨害作用を回避し、促進要因に転化する方法
を、教授学習心理学および教授法研究の観点
から検討することを目的とする。 

 
３．研究の方法 
本研究の研究計画は、①具体的情報の「妨

害効果」に関する実証的研究、②具体的情報
の促進効果に関する実証的研究、③知識の一
般化における具体的情報の影響に関する理
論的研究、に分けることができる。①につい
ては、先行研究で取り上げられていないルー
ルについて妨害効果を検討し、先行研究の一
般性の確認を行う。先行研究同様、教授実験
による。②については、妨害効果を回避する
方法としての「概念モデル」をさらに発展さ
せ、その有効性を検討する。促進効果は「補
償効果」と「特恵効果」に分けられるが、先
行研究において成果が上がっている補償効
果を検討することから始める。ここでも、基
本は教授実験によるが、学習の質的分析を行
うため、学習者に対するインタビューなどの
手法を取り入れ、補償効果の背後にある思考
過程の解明をめざす。さらに、高い知識表象
を形成し得た学習者を対象に特恵効果に関
する研究も進める。①と②により、③のため
の基本的知見の蓄積が可能となると考えら
れる。 
 
４．研究成果 
（１）具体的情報の学習促進効果について 
先行研究において、知識表象の不十分な抽

象化がルール学習を妨げることが示された
が、その一方で、具体性を保持したままの抽

象化が一部の知識操作を促進する可能性も
示された。そこで、知識の抽象性と具体性を
共存させる方法として「概念モデル」に注目
し、ルール学習の促進効果を検討した。具体
的には、物質の原子・分子を表す粒子を、分
子間力を表すばねでつないだ「ばねモデル」
を取り上げた。ばねモデルはばねによる伸縮
という具体性と、原子・分子模型のもつ抽象
性を兼ね備えている。一方、粒子モデルには
そのような具体性は備わっていない。 
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大学生を対象に、フックの法則を学習する
場面で、ばねモデルと粒子モデルの教授効果
を比較したところ、フックの法則に関する基
礎知識を持つ学生の場合、粒子モデルの方が
高い教授効果を示した。一方、基礎知識に乏
しい学生の場合はモデル間で違いは見られ
なかった。学習者の関連知識レベルとモデル
の間に交互作用が見られたことから、教授情
報の具体性が促進効果を示すためには、学習
者特性とのマッチングが問題となるという
新たな課題が見いだされた。特に、関連知識
レベルが高い学生にとって、むしろ具体的情
報が妨害的にはたらくという結果には興味
深いものがある。 

 
（２）具体的情報の学習妨害効果について 
当初の研究目的では、知識の一般化におけ

る具体的情報の学習促進効果と学習妨害効
果を統一的に説明するためのモデル構築を
目指していた。しかしながら、促進効果につ
いては期待されたほどの知見は得られなか
った。以上の結果をふまえ、具体的情報が妨
害的に作用するメカニズムに焦点を当てる
方向に転換した。 
妨害効果については、「三角型四角形問題」

の開発により多くの知見を得ることができ
た。「三角型四角形」は、頂点、辺、角の数
による四角形の定義上、あきらかに「四角形
である」が、3 頂点が同一線上にあるため、
図形の「形態」が提供する具体的情報は「四
角形ではない」という直観と一致するもので
ある。したがって、「三角型四角形」の分類
課題は、定義に基づく判断と、具体的情報が
支持する直観的判断との間に強い葛藤を生



じさせるものであると考えられる。 
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三角型四角形問題を用いた複数の研究に

より、小学算数レベルの知識で解決できる問
題でありながら、大学生であっても定義のみ
に基づく判断は著しく困難であることが示
された。さらに、定義に基づく判断を意図的
に促す試みを行ったが、教授効果はきわめて
限定的であった。たとえば、仮説的判断の重
要性を講義する形で行った教授実験（学会発
表③）では、三角型四角形と類似した「くさ
び形四角形」を使って、内角の和が 360°で
あることを確認する方法を教示し、三角型四
角形に対する転移可能性を検討した。 
      A 
 
 

 

       C                       

   B              D 

      くさび形四角形 
 
その結果、授業で教示したくさび形四角形

については、88%の学生が正しく分類できた
ものの、三角型四角形については 20％の学生
にとどまり、ほとんど転移しなかった。さら
に、「四角形でない」理由として学習者から
報告されたものの中には「180°は角ではな
い」とする misconception もみられたが、対
象者たちがそのようなmisconceptionをあら
かじめ保持していたわけでないことは追加
調査によって確認されている。誤った知識を
生成してまでも、自らの直観の正しさを保持
したことになる。 
一連の研究の最終段階において、得られた

データを整理し、具体的情報が学習を妨害す
るメカニズムについて、モデル化を行った。
それによると、具体的情報が直観的判断を支
持する場合、その判断と矛盾する判断を仮説
的に立てることが著しく困難になる。その結
果、学習者の推論は、当初の直観的判断を支
持する証拠の探索および生成に制限され、直
観的判断を批判的に吟味する可能性が失わ
れる。特に、直観を支持する証拠の生成に関
しては、いわゆる misconception を生成して
まで直観的判断を守ろうとし、しかも自身の
既有知識との矛盾に気づいていないという
ケースは注目に値しよう。このような推論は
結果的に、当初の判断と結論が必然的に一致

するような構造、すなわち「自己完結的推論
構造」を持つということができる。このモデ
ルは、Evans や Stanovich らが提唱する「二
重過程理論」(Dual Process Theory)と密接に
関連しているものと考えられる。具体的情報
の妨害効果を抑制する方法を開発する上で、
二重過程理論は重要な理論的枠組みとして
機能する可能性があり、さらなる検討が必要
である。 
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